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(57)【要約】
【課題】ハンドオーバの際の、無駄なデータ廃棄及び無
駄な待ち時間を低減する移動端末及びデータ処理方法を
提供すること。
【解決手段】移動端末１００において、ＰＤＵ振り分け
部１３０が、抜けＰＤＵ以降のフォワーディングＰＤＵ
を抜けＰＤＵの受信を待つことなく送出部１４０を介し
て上位層に送出し、また、データ読み出し部１６０が、
バッファ１５０で保持しているＰＤＵの最も若いシーケ
ンス番号の直前のシーケンス番号と送出部１４０から報
告されたシーケンス番号とが一致した段階で、バッファ
１５０からシーケンス番号順にＰＤＵを読み出して送出
部１４０を介して上位層に送出する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一連のデータ列を構成する複数のプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）のうちハンドオ
ーバ実行時に既に保持しているＰＤＵをハンドオーバ元基地局がハンドオーバ先基地局に
フォワーディングし、当該ハンドオーバ先基地局が前記フォワーディングＰＤＵ及び当該
フォワーディングＰＤＵ以降の非フォワーディングＰＤＵを移動端末に送信する無線通信
システムにおける移動端末であって、
　入力ＰＤＵを上位層に送出するデータ送出手段と、
　受信データ列における抜けＰＤＵを検出する抜けＰＤＵ検出手段と、
　受信ＰＤＵがフォワーディングＰＤＵか非フォワーディングＰＤＵかを判定する判定手
段と、
　前記抜けＰＤＵよりシーケンス番号が後ろの非フォワーディングＰＤＵを一時保持する
バッファと、
　前記データ送出手段及び前記バッファの入力段に設けられ、前記抜けＰＤＵの検出以前
のＰＤＵ及び前記抜けＰＤＵ検出以降のフォワーディングＰＤＵを前記データ送出手段に
入力する一方、前記抜けＰＤＵの検出以降の非フォワーディングＰＤＵを前記バッファに
入力するＰＤＵ振り分け手段と、
　前記バッファに保持されているＰＤＵの直前のフォワーディングＰＤＵが前記データ送
出手段から送出されたときに、前記バッファに保持されているＰＤＵを読み出して前記デ
ータ送出手段に入力するデータ読み出し手段と、
　を具備する移動端末。
【請求項２】
　一連のデータ列を構成する複数のプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）のうちハンドオ
ーバ実行時に既に保持しているＰＤＵをハンドオーバ元基地局がハンドオーバ先基地局に
フォワーディングし、ハンドオーバ先基地局が前記フォワーディングＰＤＵ及び当該フォ
ワーディングＰＤＵ以降の非フォワーディングＰＤＵを移動端末に送信する無線通信シス
テムにおける移動端末のデータ処理方法であって、
　受信データ列における抜けＰＤＵを検出するステップと、
　受信ＰＤＵがフォワーディングＰＤＵであるか非フォワーディングＰＤＵであるかを判
定するステップと、
　前記抜けＰＤＵの検出以前のＰＤＵ及び前記抜けＰＤＵの検出以降のフォワーディング
ＰＤＵを上位層に送出する一方、前記抜けＰＤＵの検出以降の非フォワーディングＰＤＵ
をバッファリングするステップと、
　前記バッファリングされているＰＤＵの直前のフォワーディングＰＤＵが前記上位層に
送出されたときに、前記バッファリングされているＰＤＵを読み出して前記上位層に送出
するステップと、
　を具備するデータ処理方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動端末及びデータ処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、3rd Generation Partnership Project (3GPP)のTechnical Specification Group
 Radio Access Network(TSG RAN)において、次世代移動通信システムであるLong Term Ev
olution (LTE)の検討が進められている。ＬＴＥではソフトハンドオーバではなくハード
ハンドオーバがハンドオーバ方式として採用される。
【０００３】
　そのため、ＬＴＥでは、一連のデータ列を構成する複数のプロトコルデータユニット（
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ＰＤＵ）のうちハンドオーバ実行時に既に保持しているＰＤＵをハンドオーバ元基地局が
ハンドオーバ先基地局にフォワーディングする。そしてハンドオーバ先基地局がフォワー
ディングＰＤＵ及び当該フォワーディングＰＤＵ以降の非フォワーディングＰＤＵを移動
端末に送信する。こうして移動局は一連のデータ列を受信することが可能となるが、フォ
ワーディングＰＤＵと当該フォワーディングＰＤＵ以降の非フォワーディングＰＤＵとは
必ずしもこの順番で移動局に到達しないため、移動局のＰＤＣＰ（Packet Data Converge
nce Protocol）で順番通りに再配列される（非特許文献１参照）。
【０００４】
　また、従来、シーケンス番号が前にも拘わらず、後ろのパケットよりも遅く受信された
パケットを廃棄することにより、パケット順序を保持する技術が提案されている（特許文
献１参照）。　
【特許文献１】特開平１－２７３４２号公報
【非特許文献１】3GPP TS36.300 V8.1.0
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記した技術では、例えば、ハンドオーバ先基地局のＲＬＣ（Radio Li
nk Control）の廃棄（discard）機能によってＰＤＵが廃棄されると、移動局では無駄な
待ち時間が発生してしまう問題がある。すなわち、上記した移動局の再配列処理では、廃
棄ＰＤＵであろうが所定時間が経過するまではそれを受信するために待機し、所定時間経
過後に初めて、その廃棄ＰＤＵよりもシーケンス番号が後ろのＰＤＵを上位層に渡すため
である。
【０００６】
　また、上記特許文献１に開示される技術では、無駄にデータ廃棄が行われる問題がある
。
【０００７】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、ハンドオーバの際の、無駄なデータ
廃棄及び無駄な待ち時間を低減する移動端末及びデータ処理方法を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の移動端末は、一連のデータ列を構成する複数のプロトコルデータユニット（Ｐ
ＤＵ）のうちハンドオーバ実行時に既に保持しているＰＤＵをハンドオーバ元基地局がハ
ンドオーバ先基地局にフォワーディングし、当該ハンドオーバ先基地局が前記フォワーデ
ィングＰＤＵ及び当該フォワーディングＰＤＵ以降の非フォワーディングＰＤＵを移動端
末に送信する無線通信システムにおける移動端末であって、入力ＰＤＵを上位層に送出す
るデータ送出手段と、受信データ列における抜けＰＤＵを検出する抜けＰＤＵ検出手段と
、受信ＰＤＵがフォワーディングＰＤＵか非フォワーディングＰＤＵかを判定する判定手
段と、前記抜けＰＤＵよりシーケンス番号が後ろの非フォワーディングＰＤＵを一時保持
するバッファと、前記データ送出手段及び前記バッファの入力段に設けられ、前記抜けＰ
ＤＵの検出以前のＰＤＵ及び前記抜けＰＤＵ検出以降のフォワーディングＰＤＵを前記デ
ータ送出手段に入力する一方、前記抜けＰＤＵの検出以降の非フォワーディングＰＤＵを
前記バッファに入力するＰＤＵ振り分け手段と、前記バッファに保持されているＰＤＵの
直前のフォワーディングＰＤＵが前記データ送出手段から送出されたときに、前記バッフ
ァに保持されているＰＤＵを読み出して前記データ送出手段に入力するデータ読み出し手
段と、を具備する構成を採る。
【０００９】
　本発明のデータ処理方法は、一連のデータ列を構成する複数のプロトコルデータユニッ
ト（ＰＤＵ）のうちハンドオーバ実行時に既に保持しているＰＤＵをハンドオーバ元基地
局がハンドオーバ先基地局にフォワーディングし、ハンドオーバ先基地局が前記フォワー
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ディングＰＤＵ及び当該フォワーディングＰＤＵ以降の非フォワーディングＰＤＵを移動
端末に送信する無線通信システムにおける移動端末のデータ処理方法であって、受信デー
タ列における抜けＰＤＵを検出するステップと、受信ＰＤＵがフォワーディングＰＤＵで
あるか非フォワーディングＰＤＵであるかを判定するステップと、前記抜けＰＤＵの検出
以前のＰＤＵ及び前記抜けＰＤＵの検出以降のフォワーディングＰＤＵを上位層に送出す
る一方、前記抜けＰＤＵの検出以降の非フォワーディングＰＤＵをバッファリングするス
テップと、前記バッファリングされているＰＤＵの直前のフォワーディングＰＤＵが前記
上位層に送出されたときに、前記バッファリングされているＰＤＵを読み出して前記上位
層に送出するステップと、を具備する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、ハンドオーバの際の、無駄なデータ廃棄及び無駄な待ち時間を低減す
る移動端末及びデータ処理方法を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の一実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００１２】
　図１に示すように本実施の形態に係る移動端末（ＵＥ）１００は、受信処理部１１０と
、ＰＤＵ順序制御部１２０とを有する。
【００１３】
　移動端末（ＵＥ）１００は、図示していないハンドオーバ元基地局からハンドオーバ先
基地局へハンドオーバする。このハンドオーバに際して、ハンドオーバ元基地局は、一連
のデータ列を構成する複数のプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）のうちハンドオーバ実
行時に既に保持しているＰＤＵをハンドオーバ先基地局にフォワーディングする。そして
ハンドオーバ先基地局は、フォワーディングＰＤＵ及び当該フォワーディングＰＤＵ以降
の非フォワーディングＰＤＵを移動端末１００に送信する。
【００１４】
　ここでは、ＰＤＵは一連のデータ列がＰＤＵに分割される際に付されるシーケンス番号
を含む。また、ＰＤＵは、フォワーディングＰＤＵか非フォワーディングＰＤＵかを識別
するための識別情報を含む。これらの情報を基に、移動端末１００は、後述する順序制御
処理を行うことができる。
【００１５】
　受信処理部１１０は、基地局から送信された複数のＰＤＵを含むデータ列をアンテナを
介して受信し、この受信データ列に対して受信処理を行う。受信処理部１１０にて行われ
る処理は、物理レイヤ、データリンクレイヤ、及びＲＬＣに対応するレイヤでの処理を含
む。具体的には、ダウンコンバート、Ａ／Ｄ変換、復調、及び復号などの処理が含まれる
。
【００１６】
　ＰＤＵ順序制御部１２０は、受信処理部１１０の受信処理後の受信ＰＤＵ群を後段の上
位レイヤに受け渡す際に、その順序を制御する。ＰＤＵ順序制御部１２０は、受信データ
列における抜けＰＤＵの検出結果、及び、処理対象の受信ＰＤＵの種別（フォワーディン
グＰＤＵか又は非フォワーディングＰＤＵか）に関する判定結果に基づいて、受信ＰＤＵ
の送出順序を制御する。ＰＤＵ順序制御部１２０は、ＰＤＰＣに対応するレイヤの処理を
行う。
【００１７】
　図２に示すようにＰＤＵ順序制御部１２０は、ＰＤＵ振り分け部１３０と、送出部１４
０と、バッファ１５０と、データ読み出し部１６０とを有する。
【００１８】
　ＰＤＵ振り分け部１３０は、受信データ列における抜けＰＤＵの検出結果、及び、処理
対象の受信ＰＤＵの種別（フォワーディングＰＤＵか又は非フォワーディングＰＤＵか）
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に関する判定結果に基づいて、受信ＰＤＵの出力先を制御する。この出力先は、送出部１
４０又はバッファ１５０である。
【００１９】
　ここでは、ＰＤＵ振り分け部１３０は、データ抜け判定部１３１と、振り分け部１３２
と、フォワード判定部１３３と、振り分け部１３４とから構成される。
【００２０】
　データ抜け判定部１３１は、受信データ列における抜けＰＤＵを検出する。すなわち、
データ抜け判定部１３１は、前回の入力ＰＤＵのシーケンス番号を保持しており、今回の
入力ＰＤＵのシーケンス番号が、保持しているシーケンス番号に続く番号であるか否かを
判定する。すなわち、保持しているシーケンス番号の次の番号が「期待シーケンス番号」
であり、データ抜け判定部１３１は、今回の入力ＰＤＵのシーケンス番号が期待シーケン
ス番号であるか否かを判定する。
【００２１】
　振り分け部１３２は、データ抜け判定部１３１で抜けＰＤＵが検出されるまではＰＤＵ
を送出部１４０に出力する一方、抜けＰＤＵが検出された後はＰＤＵをフォワード判定部
１３３に出力する。
【００２２】
　フォワード判定部１３３は、入力ＰＤＵがフォワーディングＰＤＵであるか非フォワー
ディングＰＤＵあるかを判定する。この判定は、ＰＤＵの種別情報に基づいて行われる。
【００２３】
　振り分け部１３４は、フォワード判定部１３３でフォワーディングＰＤＵであると判定
されたＰＤＵについては送出部１４０に出力する一方、非フォワーディングＰＤＵあると
判定されたＰＤＵについてはバッファ１５０に出力する。
【００２４】
　送出部１４０は、入力ＰＤＵを上位層に対して送出する。送出部１４０は、送出ＰＤＵ
に対応するシーケンス番号を、送出の度にデータ読み出し部１６０に出力する。
【００２５】
　バッファ１５０は、抜けＰＤＵよりシーケンス番号が後ろの非フォワーディングＰＤＵ
を一時保持する。
【００２６】
　データ読み出し部１６０は、「読み出し条件」が満たされたときに、バッファ１５０か
らＰＤＵをシーケンス番号順に読み出し、そのまま送出部１４０に出力する。
【００２７】
　ここで、読み出し条件は、（１）バッファ１５０で保持しているＰＤＵの最も若いシー
ケンス番号の直前のシーケンス番号と、送出部１４０から報告されたシーケンス番号とが
一致することである。
【００２８】
　また、（２）そのシーケンス番号が最も若いＰＤＵがバッファ１５０に保持されたタイ
ミングから所定時間が経過することが、その読み出し条件に更に含まれてもよい。この場
合、フォワード判定部１３３は非フォワーディングＰＤＵであると判定したタイミングで
、データ読み出し部１６０に設けられたタイマを起動するための制御信号を出力する。ま
た、タイマのカウンタ値はデータ読み出し部１６０が送出部１４０からシーケンス番号を
受け取る度に初期値に戻され（つまり、タイマが再起動される）、カウンタ値が所定値に
なるときに読み出し条件が満たされる。
【００２９】
　以上の構成を有する移動端末１００の動作について説明する。
【００３０】
　図３は、ＰＤＵ振り分け部１３０における判断及びその判断結果に基づくＰＤＵの振り
分け処理の説明に供する図である。
【００３１】
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　ＰＤＵ振り分け部１３０においてデータ抜け判定部１３１は、受信データ列に抜けＰＤ
Ｕが有るか否かを検出する（ステップＳ２０１）。
【００３２】
　フォワード判定部１３３は、ＰＤＵがフォワーディングＰＤＵであるか非フォワーディ
ングＰＤＵあるかを判定する（ステップＳ２０２）。
【００３３】
　そして、抜けＰＤＵ以前のＰＤＵ（ステップＳ２０１：ＮＯ）及び抜けＰＤＵ以降のフ
ォワーディングＰＤＵ（ステップＳ２０２：ＮＯ）は、送出部１４０に出力され（ステッ
プＳ２０３）、一方、抜けＰＤＵ以降の非フォワーディングＰＤＵ（ステップＳ２０２：
ＹＥＳ）は、バッファ１５０に出力される（ステップＳ２０４）。
【００３４】
　以上のようにＰＤＵ振り分け部１３０が抜けＰＤＵ以降のフォワーディングＰＤＵを抜
けＰＤＵの受信を待つことなく送出部１４０を介して上位層に送出する。また、データ読
み出し部１６０が、バッファ１５０で保持しているＰＤＵの最も若いシーケンス番号の直
前のシーケンス番号と送出部１４０から報告されたシーケンス番号とが一致した段階で、
バッファ１５０からシーケンス番号順にＰＤＵを読み出して送出部１４０を介して上位層
に送出する。
【００３５】
　こうすることにより、ハンドオーバの際の、無駄なデータ廃棄及び無駄な待ち時間を低
減することができる。
【００３６】
　ここで、ハンドオーバ時のフォワーディングの際に、受信順序の逆転及びハンドオーバ
先基地局におけるＰＤＵの廃棄が起こる可能性が最も高い。従って、抜けＰＤＵはフォワ
ーディングＰＤＵである可能性が高い。
【００３７】
　そのため、抜けＰＤＵ以降のフォワーディングＰＤＵを抜けＰＤＵの受信を待つことな
く送出部１４０を介して上位層に送出することにより、無駄な待ち時間を低減することが
できる。
【００３８】
　次に移動端末１００の動作について具体的なケースごとに説明する。
【００３９】
　（ケース１）抜けＰＤＵより後ろの非フォワーディングＰＤＵがフォワーディングＰＤ
Ｕよりも先に、移動端末１００で受信される場合
【００４０】
　図４において、ハンドオーバ元基地局がＰＤＵ１～４を受け取り、そのうちＰＤＵ１が
ＵＥ１００に送信されている（ステップＳ３０１）。このＰＤＵ１はステップＳ３０２で
ＲＬＣレイヤからＰＤＣＰレイヤに渡され、ステップＳ３０３でＰＤＣＰを介してその上
位レイヤに送出される。
【００４１】
　ステップＳ３０４でハンドオーバが実行される。このときＰＤＵ２～４は、移動端末１
００に対してハンドオーバ元基地局から送信されていないので、ハンドオーバ元基地局か
らハンドオーバ先基地局にフォワーディングされる。このフォワーディングの際に、ＰＤ
Ｕ２が、ハンドオーバ先基地局で廃棄されている。
【００４２】
　ハンドオーバ先基地局は、フォワーディングＰＤＵよりも前に、上位局から非フォワー
ディングＰＤＵを受信しているので、フォワーディングＰＤＵが送信される前に、ステッ
プ３０５で非フォワーディングＰＤＵであるＰＤＵ５を送信している。
【００４３】
　ＰＤＵ５はステップＳ３０６でＲＬＣからＰＤＵ順序制御部１２０（ＰＤＣＰ）に渡さ
れる。ここでＰＤＵ５は、期待シーケンス番号（ここでの期待シーケンス番号は、前回の
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ＰＤＵ１のシーケンス番号１の次の番号である２）を有さず、更に、非フォワーディング
ＰＤＵであることから、バッファ１５０に一時保持される。このタイミングでタイマは、
起動される。
【００４４】
　ステップＳ３０７でハンドオーバ先基地局から送信されたＰＤＵ３は、ステップＳ３０
８でＰＤＵ順序制御部１２０に入力される。
【００４５】
　ここでは既に抜けＰＤＵが検出されており、更にＰＤＵ３がフォワーディングＰＤＵで
あることから、ＰＤＵ３は、バッファ１５０に保持されることなく、ステップＳ３０９で
送出部１４０を介して上位層に渡される。このときタイマは、再起動される。
【００４６】
　ステップＳ３１０で送信され、更にステップＳ３１１でＲＬＣからＰＤＵ順序制御部１
２０に入力されるＰＤＵ４は、期待シーケンス番号（ここでの期待シーケンス番号は、前
回上位層に送信したＰＤＵ３のシーケンス番号３の次の番号である４）を有しており、ス
テップＳ３１２で送出部１４０を介して上位層に渡される。
【００４７】
　このとき送出部１４０から送出されたＰＤＵのシーケンス番号４は、バッファ１５０に
保持されているＰＤＵのシーケンス番号５の直前の番号である。従って、読み出し条件が
満たされるため、ステップＳ３１３でＰＤＵ５は、バッファ１５０から読み出され、送出
部１４０を介して上位層に渡される。
【００４８】
　こうして移動端末１００で受信されることのないＰＤＵ２の受信を待つことなく、ＰＤ
Ｕ３～ＰＤＵ５を上位層に渡すことができるので、無駄な待ち時間を削減することができ
る。
【００４９】
　その後移動端末１００が受信するＰＤＵ６以降のＰＤＵは、順次上位層に送出される。
【００５０】
　（ケース１の対比技術）
　背景技術で触れている従来のＬＴＥでは、ケース１の場合、図５に示すようにＰＤＵ２
の受信を待ち続けるため、タイマのカウント値が所定値になるまでＰＤＵ３以降のＰＤＵ
は上位層に渡されない。従って、無駄な待ち時間が発生してしまう。
【００５１】
　また、上記した特許文献１に開示される技術では、図６に示すように抜けＰＤＵが検出
されると、ＰＤＵ５よりも後に受信され、ＰＤＵ５よりもシーケンス番号が前のＰＤＵ３
、ＰＤＵ４は無条件に削除されてしまう。
【００５２】
　これに対して、上記したように本実施の形態の移動端末１００は、ハンドオーバの際の
無駄な待ち時間を低減できるとともに、無駄なデータ廃棄も防止することができる。
【００５３】
　（ケース２）抜けＰＤＵより後ろの非フォワーディングＰＤＵが一部のフォワーディン
グＰＤＵよりも先に、移動端末１００で受信される場合
【００５４】
　図７において、ハンドオーバ先基地局は、上位局から非フォワーディングＰＤＵ５を受
信する前に、フォワーディングＰＤＵ３を受け取っているので、ステップ４０１でフォワ
ーディングＰＤＵであるＰＤＵ３を送信している。
【００５５】
　ＰＤＵ３はステップＳ４０２でＲＬＣからＰＤＵ順序制御部１２０（ＰＤＣＰ）に渡さ
れる。ここでＰＤＵ３は、期待シーケンス番号（ここでの期待シーケンス番号は、前回の
ＰＤＵ１のシーケンス番号１の次の番号である２）を有していないが、フォワーディング
ＰＤＵであることから、バッファ１５０に一時保持されることなく、ステップＳ４０３で
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送出部１４０を介して上位層に渡される。
【００５６】
　ハンドオーバ先基地局は、次のフォワーディングＰＤＵ４を受け取る前に、上位局から
非フォワーディングＰＤＵを受信しているので、ステップＳ４０４で非フォワーディング
ＰＤＵであるＰＤＵ５を送信している。
【００５７】
　ステップＳ４０４でハンドオーバ先基地局から送信されたＰＤＵ５は、ステップＳ４０
５でＰＤＵ順序制御部１２０に入力される。
【００５８】
　ここでは既に抜けＰＤＵが検出されており、更にＰＤＵ５が非フォワーディングＰＤＵ
であることから、ＰＤＵ５は、バッファ１５０に保持される。このタイミングでタイマは
、起動される。
【００５９】
　ステップＳ４０６で送信され、更にステップＳ４０７でＲＬＣからＰＤＵ順序制御部１
２０に入力されるＰＤＵ４は、期待シーケンス番号（ここでの期待シーケンス番号は、前
回上位層に送信したＰＤＵ３のシーケンス番号３の次の番号である４）を有しており、ス
テップＳ４０８で送出部１４０を介して上位層に渡される。
【００６０】
　このとき送出部１４０から送出されたＰＤＵのシーケンス番号４は、バッファ１５０に
保持されているＰＤＵのシーケンス番号５の直前の番号である。従って、読み出し条件が
満たされるため、ＰＤＵ５は、バッファ１５０から読み出され、送出部１４０を介して上
位層に渡される（ステップＳ４０９）。
【００６１】
　こうして移動端末１００で受信されることのないＰＤＵ２の受信を待つことなく、ＰＤ
Ｕ３～ＰＤＵ５を上位層に渡すことができるので、無駄な待ち時間を削減することができ
る。
【００６２】
　（ケース２の対比技術）
　背景技術で触れている従来のＬＴＥでは、ケース２の場合、図８に示すようにＰＤＵ２
の受信を待ち続けるため、タイマのカウント値が所定値になるまでＰＤＵ３以降のＰＤＵ
は上位層に渡されない。従って、無駄な待ち時間が発生してしまう。
【００６３】
　また、上記した特許文献１に開示される技術では、図９に示すように抜けＰＤＵが検出
されると、ＰＤＵ５よりも後に受信され、ＰＤＵ５よりもシーケンス番号が前のＰＤＵ４
は無条件に削除されてしまう。
【００６４】
　これに対して、上記したように本実施の形態の移動端末１００は、ハンドオーバの際の
無駄な待ち時間を低減できるとともに、無駄なデータ廃棄も防止することができる。
【００６５】
　（ケース３）抜けＰＤＵより後ろのフォワーディングＰＤＵが非フォワーディングＰＤ
Ｕよりも先に、移動端末１００で受信される場合
【００６６】
　図１０において、ステップＳ４０１でハンドオーバ先基地局から送信されたＰＤＵ３は
、ステップＳ４０２でＰＤＵ順序制御部１２０に入力される。
【００６７】
　ここでＰＤＵ３は、期待シーケンス番号（ここでの期待シーケンス番号は、前回のＰＤ
Ｕ１のシーケンス番号１の次の番号である２）を有していないが、フォワーディングＰＤ
Ｕであることから、バッファ１５０に一時保持されることなく、ステップＳ４０３で送出
部１４０を介して上位層に渡される。
【００６８】
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　ステップＳ５０１で送信され、更にステップＳ５０２でＲＬＣからＰＤＵ順序制御部１
２０に入力されるＰＤＵ４は、期待シーケンス番号（ここでの期待シーケンス番号は、前
回のＰＤＵ３のシーケンス番号３の次の番号である４）を有しており、ステップＳ５０３
で送出部１４０を介して上位層に渡される。
【００６９】
　ステップＳ５０４でハンドオーバ先基地局から送信されたＰＤＵ５は、ステップＳ５０
５でＰＤＵ順序制御部１２０に入力される。
【００７０】
　ＰＤＵ順序制御部１２０に入力されたＰＤＵ５は、期待シーケンス番号（ここでの期待
シーケンス番号は、前回のＰＤＵ４のシーケンス番号４の次の番号である５）を有してお
り、ステップＳ５０６で送出部１４０を介して上位層に渡される。
【００７１】
　こうして移動端末１００で受信されることのないＰＤＵ２の受信を待つことなく、ＰＤ
Ｕ３～ＰＤＵ５を上位層に渡すことができるので、無駄な待ち時間を削減することができ
る。
【００７２】
　（ケース３の対比技術）
　背景技術で触れている従来のＬＴＥでは、ケース３の場合、図１１に示すようにＰＤＵ
２の受信を待ち続けるため、タイマのカウント値が所定値になるまでＰＤＵ３以降のＰＤ
Ｕは上位層に渡されない。従って、無駄な待ち時間が発生してしまう。
【００７３】
　ケース３の場合、上記特許文献１に開示される技術では、図１２に示すように特に問題
は発生しない。それは、ケース３では廃棄ＰＤＵが発生しているが、ＰＤＵが受信される
順序の逆転が発生していないためである。
【産業上の利用可能性】
【００７４】
　本発明の移動端末及びデータ処理方法は、ハンドオーバの際の、無駄なデータ廃棄及び
無駄な待ち時間を低減するものとして有用である。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】本発明の一実施の形態に係る移動端末の構成を示すブロック図
【図２】図１に示されるＰＤＵ順序制御部の構成を示すブロック図
【図３】図２に示されるＰＤＵ振り分け部における判断及びその判断結果に基づくＰＤＵ
の振り分け処理の説明に供する図
【図４】移動端末の動作説明に供する図（ケース１）
【図５】ケース１の対比技術の説明に供する図
【図６】ケース１の対比技術の説明に供する図
【図７】移動端末の動作説明に供する図（ケース２）
【図８】ケース２の対比技術の説明に供する図
【図９】ケース２の対比技術の説明に供する図
【図１０】移動端末の動作説明に供する図（ケース３）
【図１１】ケース３の対比技術の説明に供する図
【図１２】ケース３の対比技術の説明に供する図
【符号の説明】
【００７６】
　１００　移動端末
　１１０　受信処理部
　１２０　ＰＤＵ順序制御部
　１３０　ＰＤＵ振り分け部
　１３１　データ抜け判定部
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　１３２，１３４　振り分け部
　１３３　フォワード判定部
　１４０　送出部
　１５０　バッファ
　１６０　データ読み出し部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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